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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35
避難訓練はしているが次回に繋がる反省が不十
分である。また、他の災害対策も明確になってな
い。

災害時のマニュアル強化と訓練の充実
非難訓練の反省を基に次回に生かす訓練をす
る。他の災害については大雪への対応などあらゆ
る事を考えマニュアルを作成する。

６ヶ月

2 40 カロリーやメニューのバランスが問題点 安心して食べれる

カロリーについては、色々な食に関しての本を購
入しそれを参考に調理をしていく。メニューのバラ
ンスについてはメニュー表を見ながら同じメニュー
にならないように徹底していく。

６ヶ月

3 4
家族の参加が少なく職員の参加も少ない状況で
今後どのような方法で参加を増やすかが課題。

運営推進会議で家族、職員の参加を増やす

運営推進会議の内容を改めて伝え日程、時間な
どの調整をし、参加を呼びかける。また、職員に
ついても勤務の調整を考え参加が出来なくても議
事録の回覧で周知していく。

10ヶ月

4

23
24
25
49

共同生活の中で気分転換の支援が少ない。 日々の暮らしの中で楽しく過ごす

外出で食事ができる。ドライブで他の町を見学す
る。入居者と職員が一緒に楽しんで食事作りをす
る。町内のイベントに参加する。写真を撮り提示
する。普段からボランティア（歌、踊りなど）を利用
する。

10ヶ月

5

18
24
25
27

全員の利用者と親身になり、ふれあう時間が少な
く一人ひとりの体の状態、思いなど把握できてい
ない（スタッフ間の連携不足）スタッフのきずき、察
する力不足

察する力・きずき・思いやり

一対一になった時（入浴や散歩）にコミュニケー
ションを密に図り状態・様子の把握。信頼関係を
築き利用者が話しやすい環境作り。表情からでも
察する事ができるように努める。その内容をアセ
スメントシートに残す。毎月の会議で達成度を確
かめる。

10ヶ月

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


